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1．は じめに

　蓄熱式給湯機 の 給 湯 使 用 量 の 予 測 手 法 と し て、森本 ら

［1］は 、前 日 と 1 週 間 前 の 使 用 量 に 重 み 付 け を し て 線 形 加

算す る こ と に よ り、当 目 の 電 力 や 給湯 の 使 用 量 予 測 を行

うこ とを提 案 して い る。

　本報告で は 、関
．
西地 区 を 中心 とし て 測定 した 10 軒 の 住

宅 に お け る 給 湯 測定デ
ー

タ を も とに 、自己 回 帰モ デル に

よ る給 湯 消 費 量 の 予 測 手 法 を提 案 す る。

2 ．実測住 宅 の 概要

　表 1 に 示 す住宅を対象 に 測定を行 っ た。測定期間は 基

本的に 1年以 上 と した が、モ ニ ター04 は 途中で 引越 し を

行 っ た の で 、測 定期 間 は 5 ヶ 月 程 とな っ た。ま た 、モ ニ

ター06 は測 定 期 聞 中 に 同
一．
布 内で 集合住 宅 か ら戸 建住 宅

へ引 越 し を行 っ て い る。モ ニ ター06 （前 期 ） を 除 き、基

本 的 に 戸 建住 宅 で、2〜4 人 で構成され る住宅を 選 定 した。

　　　　　　　　　表 1 　モ ニ ターの 概要
モ ニ タ

ー番号 所
．
地 給湯システム 住毛形態 測定期間

1 兵 県姫路 o02貯 戸建 D51Jan〜O翻 ar

2 灘賀県大飾 ガス 給湯器 尸 D翻 騨一D5〆Dε匚
3 兵 県姫路市 電気温水器 戸建 06！uL 〜O呂〆トlar
4 大阪府池田 ガス纈 器 戸 06ノ」ロ1−D6〆N。v

5 （阪 ・箕面 ガス 給湯器 戸建 06細 〜Oε〜
．
Feb

06 揃 期 神 川県　沢 ガス 給湯器 合 06！NDV〜D7〆Dec
06 〔後期｝ 神 JII県　沢 ガス給湯器 戸 OS1価 〜D8’Se

7 兵　県川西 co2臼P 戸建 06！O匚t〜081F日b
8 大阪府・口市 ガス給湯器 戸建 051」［aT〜0駲 ar

9 千 県千棄
．

ガス給湯器 戸 08施 V〜09／
．
脂 r

lo 兵 県姫　「 ガス給 器 戸 08！J皿 〜09川 ar

3 ，給湯使用量予測の た めの入浴パ ターン 分類

　各住宅の 入浴パ ターン を、給湯使用量 の 量的お よび時間的変

化 （短 期間 を含む）の 観転か ら、／．年間を通 じ て シ ャ ワ
ー
浴

を基本 とし、数 日毎に湯張 り入 浴 を行う住宅、2 ，季節 ごとに

湯張り又 は シ ャ ワ
ー浴 を主 とした入浴 を行 う住宅　の 2 種 類に

分類 した。さ らに、パ ターソ
’2”に 属す る住 宅の 給湯使用状況

を分析 した結果、「夜間は季節に よ り湯張 り又 は シ ャ ワ
ー浴 を

主 と した 入 浴 を行 うが、日中の 給湯使 用 に曜 日依存性 の ない 住

宅亅 と、「夜間は季節に よ り湯張 り又 は シ ャ ワ
ー
浴を主 とした

入浴 を行 うが、日中の 給湯使用 に曜 日依存性 の あ る住宅 」 の 2

種類に分類で きるこ とがわか っ た。 結局、本報告で は表 2に 示

す 3バ タ
ーン に 分類 した。本報告 で は、これ ら3 種類の 入 浴 パ

ター
ン の うち、季節ご とに湯張 り又 は ン ヤ ワ

ー
浴を主 とした 入

浴 を行 うが、日中の 給湯使用 に 曜 目依存陸の ない 住宅 に対 する

予測モ デル につ い て 検討を行っ た結果 につ い て報 告す る。

　 　　 　 　　 　 　 表 2　 入 浴 パ ターン 分 類

モ ニタ
ー昂弓 　　　入 浴 。 ，イ ，レ 　　 ■

一一．一一．．．一．．．． ．ヒー．．一一一．一．

01，03，05，D7．1D
夜間にお いて は季節 ごとに湯張 り又 は シヤワ

ー
浴 を主と し

た 入浴を行 うが 、日中 の 給湯使用に曜 目 依存性 の ない 住宅

06，09
夜間 におい て は季節ご とに湯張 り又は シ ャ ワ

ー
浴 を主とした

入浴 を行 うが 、口中 の 給湯使用 に曜 口依存性 の あ る住宅

I

　　 O2「04，08
年間 を通じて シ ャ ワ

ー・
浴を甚本 とし，数日毎に湯張 り入浴

を行 う住宅

4 ．夜 間におい て は季節 ご とに湯張 り又 は シ ャ ワ
ー浴 を主 と

した入浴 を行 うが、日中の 給湯使用に曜 日依存性の ない 住宅

における日積算給湯使用量の 予測

　今回 の調査 支橡 住宅の 半数が、この 入 浴パ タ
ー

ン に分類 され

た。これ らの モ ニ ター
の 中で 、1 年間以．との観測デ

ータが あり、

欠 測が少 ない モ ニ タ
ー05 を 対象に して 日積算給湯使用 量 の予 測

式を作成する。モ ニ タ
ー05 の 日積算給湯使用量は、夏少なく冬

多い 正 弦波状 の 変化 を して い る （図 1）。そ こ で、2006 年 8 月

4 日か らの 1年間の 日積算給湯使用量の 調 和解析を行い 、フ
ー

リエ 級 数の 0 次 （年平均〉及 び 1次 項 （1年周 期）に よ り、目

積算給湯使用量を近 似 した（図 2）．日積算給湯使用量か らこ の

フ
ーリエ 級数 に よる近似値 を差 し引き、季 節変動成分 （トレ ン

ド）を取 り除い た時系列 （図 3）の 自己 相関関数を図 4 に示す。

こ の 時系列が前 日の 給湯使用 と弱い 相関をもっ こ とが わか る。

　よ っ て、給湯使用 量 をフ
ー

リエ 級数に よ る トレ ン ドと 1次の

自己回帰モ デル AR （りとの 和 として 、式 1 の よ うに近似する。

　　9〔。〉
一〃 向

＝α （9n−1）− FT
（n
−1ρ＋ s 　

” 式 萱

　 　 　 ただ し

　　　　V，、．n 日の 日積算給湯使用量 ［，XiJiday］
　　　　El＿nH の 日積算給湯使用量の フ

ー
リエ 級数による近似値 ［MU’iday］

　　　　 cr ←0．22）自己回帰モ デル （AR （1））の 係数

　　 　 　　E．平均OM ∬Da 　 z　 5．70　 MJ，ida・2 の 白色　
立

　Jlda．
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図 1 日積 算給湯使 用量の 季節変化 （モ ニ タ
ー05）
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こ の 式 1を用い て、2007年 8月 4 目以降の 給湯データを予測 し

た もの を図 5 に示 す。急激な給湯使用があ る 日を除 き、予測 直

は測定値を比較的良好に再現 してい る。
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図4　 フ

ー
リエ 級数 に よる季節変動成分を除去 した 日積算

　　 給 湯 使用 量 の 自己相 関 関数 （モ ニ ター05 ）

　4 ，他の 予測方式 との 比較

　モ ニ ター05 を 対 象 と して 、過 去 1 週 間 の 移 動平 均値 を

元 に した 頁則を 図 6 に 示 す。移動 平 均 に よ る 予 測 に 較 べ

て 今回提 案 した 自己 回帰モ デ ル に よる 予測 （図 5） は、予

測の 安定性 が 良い こ とが わ か る。
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　 図61 週間の 移動平均に よる 日積算給湯使用

　　　量の 予測値 と測定値の比 較 （モ ニ タ rD5 ）

5．ま とめ

　 実 測 し た 住 宅 に お け る 日積 算給 湯 使 用 の 時 系 列 解 析 を

行 っ た。そ の 結果 、今 回 解析対象 と し た 住 宅 に お け る 日

積算給 湯 使用 量 は 、フ
ー

リ エ 級 数 に よ る ト レ ン ド と 1 次

の 自己 回帰モ デル AR 〔D との 和 として 表現で き た。また、

通 常使 用 され る こ とが 多 い 1 週 間 の 移 動 平 均 に よ る 給湯

消 費量 の 予測 モ デ ル に 較べ て 、予 想 日 直前 の 給湯 の 特 異

な使用状況 （使用 が 全 く無い な ど） に 影響 され に くい と

い える，
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